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◇

私道に面す6宅地の評価

Q:私は、 次のようなA宅地を父から相続

しました。私道には路線価が付されていない

のですが、どのように評価するのでしょうか。

ー (公道)500D一

Aｰ：その士地の所在地の所轄税務署で、私

道に仮の路線価を設定してもらった上、評価

します。

【解説】

路線価の付されている路線に面している宅

地と、その路線に接続する私道に面している

宅地とでは、価額、利用状況等が異なります。

したがって、私道に面している宅地の価額

を路線価を基に画地調整を行って評価するこ

とが実情に即応しない場合には、私道の部分

に仮の路線価を設定し、その仮の路線価を基

に画地調整を行って評価します。

なお、私道についても所有権が及んでいる

場合は、その私道部分も評価しなければなり

ません。

この場合の私道の価額は、仮の路線価によ

るのではなく公道の路線価を基とし、次の算

式により評価することになります。

路線価×奥行価格補正率×間口狭小補正率

×奥行長大補正率×0．6×地積＝評価額

ただし、その私道にいついて仮の路線価を

基に評価（仮の路線価×0．6）して申告が

あった場合は、これを認めることとされてい

ます。
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